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に関わるもので３割。全体の数は1,300です。それから
「交通土木」と「第二次」で 25％ぐらいずつですから、「第
二次」「交通土木」「生活文化」で８割方を占めることが
分かるかと思います。
　いろいろな見方があるわけですが、東予、中予、南予
で見ていくとどうなるかというと、まず東予の方からい
きますと、今治市が一番多く、それも各産業に応じてだ
いたい多いわけです。新居浜市は「第二次」が多く、別
子銅山がかなり貢献しているわけです。それぞれ個別に
見ていくと地域的な特徴が出ています。
　中予の場合は、松山市も「第三次」「交通土木」「生活
文化」「軍事」等が分散して多い。久万高原では「交通
土木」が多い。これは内訳でみると、コンクリートのアー
チ橋とか発電所の多いことが分かり、それぞれ特徴があ
ります。
　南予は何が多かったかというと、「軍事遺産」とか「交
通土木」が多かったと思います。宇和島市が、「第一次」「交
通土木」「生活文化」。八幡浜市では「第一次」と「第三次」。
内子町は「第一次」が多いとか。このように都市別、産
業別に見ていきますと、各都市の特徴が分かります。　
　今回新しく見つかった物件で、どういったものが特徴
的に出てきたのかというと、第一次産業に面白い遺産が
いくつかありました。水路は興味深いことに、東予、中予、

南予でそれぞれ江戸から近代にかけてのものが見つかり
ました。野井戸群とか外山のミカン小屋群、船倉という
のもありました。伊方町には、青石の防波堤や護岸群が
あり、「こんなものがあったの！」というように、他県
では見られない興味深い遺産が数々見つかりました。
　第二次産業関係では、（酒屋さんを含む）醸造業や鉱
業遺産は、県内に広く分布しています。鉱業遺産は新居
浜だけではなく、実は県内全域に分布しています。
　あと長州大工のつくった、彫刻を含めた形での建造物。
「交通土木」では、前回でも分かっていたのですが、今
回さらに愛媛県の特徴のひとつであるコンクリート・
アーチ橋がいくつか見つかりました。前回の報告書では
重信川砂防堰堤を誰が設計したのかはっきりしなかった
のですが、今回これは、「わが国砂防の父」といわれる
赤木正雄が設計したものだということが分かりました。
あと、宮本武之輔。彼の残した遺産というのは別にない
わけですが、実は宮本武之輔は土木界の人物としては非
常に有名な人なんです。ご存知の方がいたかも知れませ
んが、愛媛県の興居島出身の人だということが分かりま
して、今回、宮本武之輔の胸像が出身地につくられたと
いうことがメディアで報道されました。
　

Ⅲ．特徴的な物件の紹介

　劈巌透水路は、「伊予の青の洞門」ともいわれています。
現在、全体の距離はそんなに長くはないかもしれません
が、これを手彫りでやったとなると、話がちがってきま
す。非常にすごいものだということになります。鑿（の
み）と玄翁（げんのう）で岩を削って造られたもので、
現在はところどころ補修されています。今回、新たにリ
ストアップしました。

劈巌透水路（西条市）

表　市町別大項目産業別遺産数
　　（愛媛県の近代化遺産　P12)


